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総
務
文
教
常
任
委
員
会

	

11
月
６
日
～
８
日

森
山　

昭
、
笹
川
信
子
、
梶　

勉
、
阿
部
銀
次
郎
、
西
川
哲
司
、
島
田
伸
子
、

杉
井　

旬
、
小
林　

誠

連
携
・
共
通
理
解
の
も
と
で
推
進

○
学
校
給
食
の
ア
レ
ル
ギ
ー
対
策
に
つ
い
て

（
栃
木
県
足
利
市
）

　

足
利
市
で
は
、
食
物
ア
レ
ル
ギ
ー
の
適
切

な
推
進
の
た
め
、
平
成
24
年
２
月
に
「
足
利

市
学
校
給
食
食
物
ア
レ
ル
ギ
ー
対
応
マ
ニ
ュ

ア
ル
」
を
作
成
。
保
護
者
、
主
治
医
、
学
校

医
等
と
と
も
に
連
携
を
図
り
、
教
職
員
全
員

が
食
物
ア
レ
ル
ギ
ー
に
関
す
る
知
識
と
共
通

理
解
の
も
と
、
児
童
生
徒
に
必
要
な
配
慮
に

努
め
て
お
り
、
実
際
の
対
応
に
つ
い
て
は
医

学
的
な
指
導
・
助
言
を
受
け
な
が
ら
適
切
に

行
え
る
よ
う
学
校
給
食
食
物
ア
レ
ル
ギ
ー
相

談
医
を
設
置
し
て
い
ま
し
た
。

独
自
の
教
職
員
研
修
を
実
施

○
教
育
セ
ン
タ
ー
を
活
用
し
た
教
職
員
研
修

に
つ
い
て
（
栃
木
県
宇
都
宮
市
）

　

宇
都
宮
市
教
育
セ
ン
タ
ー
で
は
、
学
校
教

育
を
取
り
巻
く
さ
ま
ざ
ま
な
課
題
や
教
育
的

ニ
ー
ズ
に
対
応
す
る
た
め
、
相
談
、
研
修
、

情
報
教
育
、
調
査
研
究
の
４
つ
の
機
能
が
役

割
を
果
た
す
こ
と
で
、
教
職
員
、
児
童
生
徒
、

保
護
者
が
生
き
生
き
と
輝
け
る
よ
う
支
援
し

て
い
ま
す
。
ま
た
、
教
職
員
に
対
し
、
資
質

能
力
の
育
成
を
図
る
た
め
、
ラ
イ
フ
ス
テ
ー

ジ
に
応
じ
た
資
質
能
力
を
育
成
す
る
基
本
研

修
や
専
門
研
修
の
ほ
か
、
教
員
マ
イ
ス
タ
ー

制
度
や
授
業
実
践
力
養
成
サ
ポ
ー
ト
事
業
な

ど
独
自
の
研
修
を
行
っ
て
い
ま
し
た
。

市
有
財
産
を
一
元
管
理

○
公
共
施
設
の
活
用
（
フ
ァ
シ
リ
テ
ィ
マ
ネ

ジ
メ
ン
ト
推
進
事
業
）
に
つ
い
て
（
千
葉

県
佐
倉
市
）

　

佐
倉
市
で
は
、
市
有
財
産
情
報
の
一
元
化

さ
れ
た
デ
ー
タ
の
不
在
、
施
設
の
老
朽
化
、

厳
し
い
財
政
状
況
な
ど
市
が
抱
え
る
諸
課
題

を
解
決
す
る
た
め
、
フ
ァ
シ
リ
テ
ィ
マ
ネ
ジ

メ
ン
ト
と
い
う
経
営
管
理
手
法
を
取
り
入

れ
、資
産
管
理
経
営
室
を
設
置
し
て
い
ま
す
。

市
有
財
産
の
一
元
管
理
を
行
い
コ
ス
ト
の
最

小
化
や
施
設
効
用
の
最
大
化
を
図
り
、
庁
舎

内
壁
面
や
庁
用
車
へ
の
広
告
掲
載
、
市
有
財

産
に
設
置
す
る
自
動
販
売
機
の
一
般
競
争
入

札
、
学
校
の
プ
ー
ル
授
業
の
民
間
プ
ー
ル
の

活
用
な
ど
の
取
り
組
み
を
行
っ
て
い
ま
し

た
。ま

と
め

　

食
物
ア
レ
ル
ギ
ー
対
応
に
つ
い
て
は
、
対

応
児
童
生
徒
の
多
少
に
よ
る
学
校
間
で
の
温

度
差
が
生
じ
な
い
よ
う
関
係
者
へ
の
意
識
啓

発
が
必
要
で
す
。
ま
た
、
ど
ん
な
に
対
応
を

詳
細
に
検
討
し
て
も
児
童
生
徒
が
最
後
に
判

断
を
し
て
口
に
す
る
の
で
、
エ
ピ
ペ
ン
の
使

用
を
含
め
事
故
事
例
か
ら
学
ぶ
必
要
が
あ
る

と
感
じ
ま
し
た
。

市
民
福
祉
常
任
委
員
会	

11
月
６
日
～
８
日

野
崎
正
志
、
岡
田
竜
一
、
土
田
俊
人
、
熊
倉　

均
、
鶴
巻
俊
樹
、
名
古
屋
豊
、

山
田
富
義
、
武
藤
元
美

こ
こ
ろ
の
健
康
づ
く
り
を
強
化

○
自
殺
予
防
対
策
に
つ
い
て
（
静
岡
県
富
士

市
）

　

平
成
18
年
か
ら
こ
こ
ろ
の
健
康
づ
く
り
に

本
格
的
に
取
り
組
み
、
19
年
度
か
ら
は
県
の

産
業
都
市
に
お
け
る
う
つ
自
殺
予
防
対
策
モ

デ
ル
事
業
に
連
携
協
力
し
、
ま
た
21
年
度
か

ら
は
地
域
自
殺
対
策
緊
急
強
化
事
業
を
ス

タ
ー
ト
さ
せ
た
中
で
、
富
士
市
自
殺
対
策
庁

内
連
絡
会
を
組
織
し
て
関
係
課
と
連
携
協
力

し
、
う
つ
自
殺
予
防
の
推
進
を
図
っ
て
い
ま

し
た
。
こ
う
し
た
努
力
に
よ
っ
て
か
、
富
士

市
の
自
殺
者
数
の
推
移
は
平
成
11
年
か
ら
50

人
台
を
推
移
し
、
17
年
か
ら
19
年
に
か
け
て

減
少
傾
向
、
23
年
は
や
や
減
少
し
て
い
ま
し

た
。日

照
時
間
日
本
一
を
生
か
す

○
新
エ
ネ
ル
ギ
ー
政
策
に
つ
い
て
（
静
岡
県

浜
松
市
）

　

太
陽
光
発
電
導
入
日
本
一
を
目
指
し
、
地

元
金
融
機
関
と
協
力
し
て
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
地

産
地
消
や
自
給
率
向
上
等
に
寄
与
す
る
太
陽

光
発
電
シ
ス
テ
ム
の
導
入
・
拡
大
に
向
け
た

事
業
を
展
開
し
、
住
宅
用
太
陽
光
発
電
シ
ス

ぎいん
見聞録

行
政
視
察
報
告

テ
ム
設
置
費
補
助
金
、
公
共
施
設
屋
根
貸
し

太
陽
光
発
電
事
業
な
ど
を
行
っ
て
い
ま
し

た
。
ま
た
、
地
域
企
業
の
振
興
や
遊
休
地
の

有
効
活
用
な
ど
を
目
的
に
大
規
模
太
陽
光
発

電
所
の
誘
致
な
ど
を
積
極
的
に
進
め
て
お

り
、
運
転
開
始
発
電
所
は
19
件
、
発
電
出
力

は
合
計
で
2
万
1
0
3
2
kw
と
の
説
明
が
あ

り
ま
し
た
。

基
幹
病
院
と
開
業
医
の
連
携
が
カ
ギ

○
市
立
四
日
市
病
院
救
命
救
急
セ
ン
タ
ー
に

つ
い
て
（
三
重
県
四
日
市
市
）

　

平
成
15
年
4
月
に
救
急
セ
ン
タ
ー
を
開
設

し
、
21
年
２
月
に
は
救
命
救
急
セ
ン
タ
ー
の

指
定
を
受
け
て
、
脳
卒
中
や
心
筋
梗
塞
な
ど

生
命
の
危
機
に
ひ
ん
し
た
重
篤
な
患
者
の
受

け
入
れ
を
行
っ
て
お
り
、
24
年
か
ら
は
身
体

状
態
や
症
状
の
程
度
に
よ
り
患
者
の
診
察
順

を
判
断
す
る
院
内
ト
リ
ア
ー
ジ
を
開
始
。
ま

た
、地
域
医
療
機
関
と
の
連
携
（
病
診
連
携
）

を
図
る
た
め
に
病
院
ロ
ビ
ー
に
相
談
セ
ン

タ
ー
（
サ
ル
ビ
ア
）
を
設
置
。
開
業
医
の
予

約
や
退
院
後
回
復
期
の
サ
ポ
ー
ト
、
セ
カ
ン

ド
オ
ピ
ニ
オ
ン
な
ど
〝
つ
な
ぎ
役
〟
を
果
た

し
て
い
ま
し
た
。

ま
と
め

　

今
回
の
視
察
で
一
番
印
象
的
だ
っ
た
浜
松

市
で
は
、
市
民
や
事
業
者
等
の
太
陽
光
発
電

設
備
設
置
に
係
る
総
合
的
な
支
援
の
総
合
窓

口
と
し
て
ソ
ー
ラ
ー
セ
ン
タ
ー
を
開
設
し
て

い
る
こ
と
に
驚
き
ま
し
た
。
ま
た
、
津
波
対

策
と
し
て
、
避
難
所
等
の
防
災
拠
点
に
太
陽

光
発
電
や
蓄
電
池
付
き
Ｌ
Ｅ
Ｄ
誘
導
灯
を
設

置
し
て
い
ま
し
た
。
三
条
市
も
市
有
地
の
有

効
利
用
な
ど
で
新
エ
ネ
ル
ギ
ー
政
策
の
取
り

組
み
を
実
施
す
る
時
期
に
来
て
い
る
の
で
は

な
い
か
と
考
え
さ
せ
ら
れ
ま
し
た
。

経
済
建
設
常
任
委
員
会	

11
月
12
日
～
14
日

武
石
栄
二
、
藤
田
博
史
、
吉
田
進
一
郎
、
下
村
喜
作
、
佐
藤
和
雄
、
髙
坂
登
志
郎
、

横
山
一
雄
、
佐
藤
宗
司

「
食
」と「
農
」を
核
と
し
た

産
業
の
価
値
創
造
を

○
食
農
産
業
ク
ラ
ス
タ
ー
推
進
事
業
に
つ
い

て
（
愛
知
県
豊
橋
市
）

　

活
力
あ
る
地
域
社
会
を
構
築
す
る
た
め
、

産
業
分
野
の
新
た
な
付
加
価
値
を
創
造
す
る

こ
と
が
重
要
だ
と
し
て
、
新
た
な
製
品
、
販

路
、地
域
ブ
ラ
ン
ド
を
創
出
し
て
い
ま
し
た
。

ま
た
、
平
成
19
年
に
食
農
産
業
ク
ラ
ス
タ
ー

推
進
事
業
協
議
会
を
立
ち
上
げ
て
か
ら
５
年

間
で
33
事
業
を
実
施
。
農
林
水
産
省
な
ど
の

事
業
認
定
を
受
け
る
こ
と
で
、
い
ろ
い
ろ
な

補
助
金
を
活
用
し
て
効
果
的
に
事
業
を
推
進

し
て
い
ま
し
た
。

歴
史
的
資
産
や
今
あ
る
も
の
を

生
か
し
た
ま
ち
づ
く
り

○
市
街
地
活
性
化
事
業
（
空
き
家
、
空
き
店

舗
対
策
）
に
つ
い
て
（
愛
知
県
犬
山
市
）

　

歩
い
て
暮
ら
せ
る
ま
ち
、
歩
い
て
巡
る
ま

ち
を
コ
ン
セ
プ
ト
に
「
城
下
町
新
生
計
画
」

を
作
成
し
、
空
き
家
や
空
き
店
舗
を
活
用
し

た
旧
市
街
地
の
活
性
化
に
取
り
組
ん
で
い
ま

し
た
。
平
成
15
年
に
は
ま
ち
と
一
緒
に
成
長

し
て
い
く
組
織
体
と
し
て
、
朝
市
や
駐
車
場

の
運
営
管
理
、
店
舗
改
修
補
助
等
の
援
助
を

行
う
犬
山
ま
ち
づ
く
り
株
式
会
社
が
設
立
さ

れ
、
市
は
電
線
類
の
地
中
化
や
道
路
美
装
化

を
行
っ
て
い
ま
し
た
。

防
災
拠
点・一
時
避
難
所
を
整
備

○
広
尾
防
災
公
園
に
つ
い
て
（
千
葉
県
市
川

市
）

　

地
区
に
お
け
る
市
民
１
人
当
た
り
の
都
市

公
園
の
面
積
が
少
な
く
、
災
害
時
に
お
け
る

避
難
場
所
の
面
積
も
不
足
し
て
い
る
と
し

て
、
大
規
模
工
場
跡
地
を
利
用
し
、
平
常
時

は
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
の
場
と
し
て
、
災
害

時
に
は
一
時
避
難
場
所
と
し
て
の
機
能
や
耐

震
性
飲
料
用
貯
水
槽
、
非
常
用
ト
イ
レ
な
ど

の
防
災
設
備
を
備
え
た
公
園
を
整
備
し
て
い

ま
し
た
。
ま
た
、
公
園
の
遊
具
を
市
民
の
ア

ン
ケ
ー
ト
調
査
に
よ
り
設
置
す
る
な
ど
、
市

民
の
意
見
を
十
分
に
反
映
さ
せ
た
公
園
と

な
っ
て
い
ま
し
た
。

ま
と
め

　

食
農
産
業
ク
ラ
ス
タ
ー
推
進
事
業
は
、
農

業
と
他
産
業
の
連
携
を
図
り
、
６
次
産
業
等

の
新
た
な
る
施
策
を
行
う
こ
と
で
、
新
し
い

魅
力
の
創
造
が
可
能
で
あ
る
と
感
じ
ま
し

た
。
ま
た
、
歩
い
て
暮
ら
せ
る
ま
ち
は
三
条

市
が
掲
げ
る
ス
マ
ー
ト
ウ
エ
ル
ネ
ス
事
業
と

も
通
じ
て
い
る
こ
と
か
ら
、
空
き
家
、
空
き

店
舗
対
策
の
さ
ら
な
る
活
性
化
が
市
街
地
に

お
い
て
も
有
効
な
手
段
で
は
な
い
か
と
感
じ

ま
し
た
。
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